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【手続補正書】
【提出日】平成28年6月9日(2016.6.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　本発明の第２の態様の更なる好ましい実施の形態において、小胞体保持シグナルは、Ｋ
ＤＥＬ、ＨＤＥＬ、ＫＫＸＸ、ＫＸＫＸＸ及びＲＸＲからなる群より選択されるペプチド
であり、ここでＸはいずれのアミノ酸であってもよく、好ましくは、該小胞体保持シグナ
ルはＫＤＥＬであり、及び／又は、膜局在ペプチドは、配列番号１７のインターロイキン
－２受容体の細胞外ドメイン若しくはアミノ酸同一性に基づいて全領域にわたってこれら
の配列のいずれかと少なくとも９０％の相同性のある変異体である。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２１】
　本発明の第３の態様の更なる好ましい実施の形態において、小胞体保持シグナルは、Ｋ
ＤＥＬ、ＨＤＥＬ、ＫＫＸＸ、ＫＸＫＸＸ及びＲＸＲからなる群より選択されるペプチド
であり、ここでＸはいずれのアミノ酸であってもよく、好ましくは、該小胞体保持シグナ
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ルはＫＤＥＬであり、及び／又は、膜局在ペプチドは、配列番号１７のインターロイキン
－２受容体の細胞外ドメイン若しくはアミノ酸同一性に基づいて全領域にわたってこれら
の配列のいずれかと少なくとも９０％の相同性のある変異体である。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２７】
　本発明の第４の態様の更なる好ましい実施の形態において、小胞体保持シグナルは、Ｋ
ＤＥＬ、ＨＤＥＬ、ＫＫＸＸ、ＫＸＫＸＸ及びＲＸＲからなる群より選択されるペプチド
であり、ここでＸはいずれのアミノ酸であってもよく、好ましくは、該小胞体保持シグナ
ルはＫＤＥＬであり、及び／又は、膜局在ペプチドは、配列番号１７のインターロイキン
－２受容体の細胞外ドメイン若しくはアミノ酸同一性に基づいて全領域にわたってこの配
列と少なくとも９０％の相同性のある変異体である。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６１】
　本発明の第２の態様の更なる好ましい実施形態において、小胞体保持シグナルは、ＫＤ
ＥＬ、ＨＤＥＬ、ＫＫＸＸ、ＫＸＫＸＸ及びＲＸＲからなる群より選択されるペプチドで
あり、ここでＸはいずれのアミノ酸であってもよく、好ましくは、該小胞体保持シグナル
はＫＤＥＬであり、及び／又は、膜局在ペプチドは、配列番号１７のインターロイキン－
２受容体の細胞外ドメイン若しくはアミノ酸同一性に基づいて全領域にわたってこれらの
配列のいずれかと少なくとも９０％の相同性のある変異体である。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６７】
　本発明の第３の態様の更なる好ましい実施形態において、小胞体保持シグナルは、ＫＤ
ＥＬ、ＨＤＥＬ、ＫＫＸＸ、ＫＸＫＸＸ及びＲＸＲからなる群より選択されるペプチドで
あり、ここでＸはいずれのアミノ酸であってもよく、好ましくは、該小胞体保持シグナル
はＫＤＥＬであり、及び／又は、膜局在ペプチドは、配列番号１７のインターロイキン－
２受容体の細胞外ドメイン若しくはアミノ酸同一性に基づいて全領域にわたってこれらの
配列のいずれかと少なくとも９０％の相同性のある変異体である。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７３】
　本発明の第４の態様の更なる好ましい実施形態において、小胞体保持シグナルは、ＫＤ
ＥＬ、ＨＤＥＬ、ＫＫＸＸ、ＫＸＫＸＸ及びＲＸＲからなる群より選択されるペプチドで
あり、ここでｘはいずれのアミノ酸であってもよく、好ましくは、該小胞体保持シグナル
はＫＤＥＬであり、及び／又は、膜局在ペプチドは、配列番号１７のインターロイキン－
２受容体の細胞外ドメイン若しくはアミノ酸同一性に基づいて全領域にわたってこれらの
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配列のいずれかと少なくとも９０％の相同性のある変異体である。
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